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研究成果の概要（和文）：本調査研究は、近年の市場経済や外的価値の浸透によって消滅しつつある地域固有の
建築文化の維持継承可能性を検証するものである。以前に風土建築の再建プロジェクトをおこなったベトナム、
フィジー、タイの集落を中心にフィールド調査を実施し、①文化的要素(自文化影響力)、②機能的要素(建物活
用用途)、③環境的要素(居住環境性能)の評価軸のもと、現代社会における地域に根ざした建築の存在意義や有
意的要素を考察した。

研究成果の概要（英文）：This research explores the sustainability of vernacular architecture 
disappearing in the dissemination of market economy and modern values. The field surveys were 
conducted around the villages where we previously organized the reconstruction projects of 
vernacular architecture in Vietnam, Fiji and Thailand. The significance and usefulness in modern 
contexts were evaluated in terms of ① cultural factors (influence to local culture), ② functional 
factors (application of building use), and ③ environmental factors (performance of living 
environment).

研究分野： 地域建築学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果として、ベトナム、フィジー、タイの調査対象集落における風土建築の地域固有性に関する建築的特
徴、風土建築を成立させる地域資源（自然資源、人的資源、知的資源）の利用可能性、現代社会における風土建
築の存在価値や利用価値をフィールド調査から明らかにした。ここで得られた知見は、グローバル化が進む現代
社会において、消滅しつつある風土建築の詳細な理解と地域固有の建築文化の重要性を示す学術的意義をもつだ
けでなく、また日本を含むアジア木造建築文化の発展的継承に資する社会的意義ももつ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景：風土建築の再建プロジェクトの経験 
 研究代表者らは、これまでにベトナム中部・山岳少数民族カトゥ族の伝統的集会施設・グゥ
ール(2007 年)、フィジー・ビティレブ島の伝統木造建築・ブレ(2011 年)、タイ南部・海洋少数
民族モクレン族の伝統木造住宅・バーン・クァン(2014 年)の再建プロジェクトに携わり、建設
プロセスの記録や建物実測調査により、地域固有の在来建築技術(設計技術・建設技術)に関す
る調査研究をおこなってきた。 
 これらの建築物は、木造建築の中でも特に地域に根ざした原初的な建築で、伝統的な集落生
活を表徴する類の建築(以下｢風土建築｣とする)であるが、現代社会においては辺境地の集落で
さえ、コンクリートブロックやトタン、セメントスレート等の新建材が急速に普及している様
子が見られる。場所によらず市場経済が浸透する 1970〜80 年代以降、自分たちの風土建築を
建設していないと、フィールド調査で訪れた集落住民から聞くことが多い。 
 しかしながら、地域資源（自然資源、人的資源、知的資源）を活用・動員する風土建築は、
時代遅れの過去の建築というより、過度にグローバル化が進んだ現代社会において、｢地域のア
イデンティティ｣や｢自然との共生｣という点で、今後のバランスある地域環境構築に必要不可欠
な要素とも捉えることができる。 
 それは、前近代的な生活に戻ることを要求するのではなく、現代の社会的文脈、すなわち市
場経済と外的価値の浸透した集落生活を前提として、風土建築の存在意義や有意的要素を評価
し発展的継承の強度を発揮させることにある。この点から、再建プロジェクトに見たような在
地資材、伝承技術、共同労働を用いた自力建設の実現だけに止まらず、建設後の風土建築を維
持し更新するという継承のための動機付けを現代の生活において見出すことが重要である。 
 
２．研究の目的：現代社会における風土建築の成立要素を探る 
 本調査研究では、ベトナム、フィジー、タイの再建プロジェクトで建設された風土建築、ま
たはその周辺地域に現存する風土建築を対象として、①文化的要素(自文化影響力)、②機能的
要素(建物活用用途)、③環境的要素(居住環境性能)という多面的な評価軸を設定しフィールド調
査をおこなう。 
 ここで得られる情報により、風土建築の存在意義や有意的要素を整理し、今後の集落生活の
あり方について再認識する契機とし、様々な地域の風土建築支援の参考となる実践的研究とす
る。また、グローバル化する我々の社会にローカリティの重要性を提議し、未来社会に向けた
価値の再定義につながる知見をもたらす。  
 
３．研究の方法 
(1)建築物の基礎調査 
 現存する風土建築の利用状況や維持状態(建築資材の腐朽程度、維持活動の頻度等)等を調査
し、建物実測資料や建設過程記録と合わせて基礎的資料とする。 
(2)維持継承可能性調査 
 現代社会における風土建築の維持継承の動機付けを図る要素として、①文化的要素(自文化影
響力)、②機能的要素(建物活用用途)、③環境的要素(居住環境性能)を設定し、インタビュー、
アンケート、目視観察、建物実測、測定機器による調査をおこない分析・評価する。 
 
４．研究成果 
 風土建築の文化的要素、機能的要素、環境的要素に関わる研究成果は以下の通りである。 
(1) 文化的要素（自文化影響力） 
 ベトナム・ソンクァン村では、研究期間中に伝統的集会施設の再建プロジェクトを実施し、
建設プロセスの詳細な記録をおこなった。建設技術の継承方法や維持管理の方法について議論
するワークショップを開催し、集落住民の自力建設を主体としながら行政機関による森林資源
利用の許認可、研究機関による学術的記録調査を絡めた建築文化保全の協力体制を構築した。 
 伝統木造建築・ブレが 100 棟以上現存するフィジー・ナバラ村では、2016 年の大規模サイク
ロン(サイクロン・ウィンストン)災害で多くの住居が被害を受け、政府主導による新建材住居
の再建が完了した一方で、集落の中心部では伝統住居を維持することを定め、草屋根の葺き替
えや再建作業が始まった。災害を契機に住居変容の影響を受けつつも、快適性・文化的な意義
から伝統住居を維持する集落住民の意思を把握した。集落形成の歴史的経緯や社会文化的背景
から連綿と伝統住居が維持されてきたことが、現代生活においても伝統住居を維持する動機付
けの重要な要因になっていることを明らかにした。 
 タイ・スリン島では、海洋漂流民であったモーケン族が国立公園化・近代化の影響で定住し
住居が恒久化した過程をまず整理し、島内に多く維持される伝統住居の建築的特徴を調査した
上で、国立公園の観光資源化による生活変化(住居の増改築)と伝統維持（地域資源の利用）の
両側面に影響を受ける伝統住居の現状を明らかにした。 
 
(2) 機能的要素（建物活用用途) 
 ベトナム・ホンハ村の伝統的集会施設は、2007 年に研究代表者らが参画した JICA 草の根プ
ロジェクトの支援によりベトナム戦争後 30数年ぶりに自主再建された風土建築である。集落共
同利用の他、集落住民によって運営されるエコツーリズムで、レストラン、宿泊施設、伝統音



楽・舞踊鑑賞など活動拠点として利用されており、住民主体のツーリズムの運営スケールに合
った建物利用がバランス良く行われていることを把握した。経年劣化した屋根の葺き替え作業
も住民の共同労働により実施され、無償の労働提供をおこなうコミュニティの価値共有(風土建
築を維持するための共同作業)の重要性を明らかにした。 
 フィジー・ナバラ村では、多くの集落住民が現在も伝統建築を住居として利用するとともに、
定常的に観光訪問者を受け入れている。現在、観光収入による経済的効果はさほどなく、伝統
住居保全の動機付けと結びついていないが、訪問者受入れ体制（数世帯毎の交代制）、観光収
入の分配（一部を集落開発や学校運営へ充当）など、集落生活との連環の中で運営されている
ことが持続性を担保していることを明らかにした。 
 タイ・スリン島モーケン族集落は、観光資源として日常的に観光訪問者を受け入れている。
国立公園内に集落が立地していることから、集落住民のほとんどが観光関連に従事（国立公園
内の業務、船舶運転、土産物販売など）しているが、集落の案内・対応は専門の観光業者が主
導しており、観光資源の所有、活用、利益の享受が集落住民に直結していないことを把握した。 
 
(3) 環境的要素（居住環境性能) 
 風土建築の居住環境性能に関して、ベトナムとフィジーでフィールド調査を実施した。 
 ベトナム・ホンハ村の伝統的集会施設とソンクァン村のＲＣ造集会施設について、それぞれ
屋内外の温湿度を計測する機器を設置し、建築構造や使用方法の違いによる温湿度の変化等を
明らかにした。また、地域住民の温熱感覚についてヒアリング調査を行った。各建物において、
人間の温冷感を評価する際に一般的に用いられる指標である PMV（予測平均温冷感申告）を
測定値から求め、ヒアリング結果と比較すると、現地住民の温冷感の中立域が PMV よりもプ
ラス側にずれる、つまり暑さを感じにくく寒さを感じやすい傾向をもつ可能性が示された。こ
のことをふまえ、現地で快適な環境を形成する際の基礎情報となるベトナム人の体温や温冷感
に関する調査・実験を行った。 
 フィジー・ナバラ村の伝統住宅と新建材住宅について、室内温湿度や屋根の温度、外気条件
の計測、及び温湿度のシミュレーション解析を行い、両住居の温熱環境とその形成メカニズム
を分析した。両者ともに、日射・地盤・換気のバランスにより各々の温熱環境が形成されるこ
とを把握した。伝統住居では、厚い茅葺き屋根により屋根面の温度が上昇しにくく、土間床の
熱容量により外気に比べて室温が非常に安定していること、新建材の住宅でも土間床の熱容量
の影響はあるものの、日中は日射を受けたトタン屋根が高温となり、室内の放射環境を悪化さ
せることを示し、伝統住居の室内環境の快適性を明らかにした。また、地域住民の温熱感や住
居内環境に対する意識調査を行い、伝統住居の優位性を把握した。 
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